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論
文

「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
現
状
と
課
題
　
（
下
）

学
校
と
地
域
の
協
働
に
向
け
て

要
　
　
約

高
田
一
宏
・
相
木
　
智
子

大
阪
大
学
大
学
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
教
育
学
研
究
室
（
当
時
）
　
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
行
っ
た
。
本

稿
は
こ
の
調
査
研
究
報
告
の
後
編
で
あ
る
　
（
前
編
は
　
『
部
落
解
放
研
究
』
第
一
六
一
号
に
掲
載
）
。
本
稿
で
は
、
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
学
校
と
地
域
を
つ
な
げ
る
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
が
直
面
す
る
課
題
や
、
学
校
関
係
者
と
地
域
関
係
者
が
相
手
に
要
望
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
。

つ
い
で
、
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
条
件
を
、
1
．
学
校
経
営
上
の
条
件
、
2
．
学
校
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
条
件
、
3
．
「
す
こ
や
か

ネ
ッ
ト
」
運
営
上
の
条
件
、
4
．
行
政
の
条
件
と
し
て
整
理
す
る
。
最
後
に
、
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
協
働
」
　
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

若
干
の
問
題
提
起
を
す
る
。

本
稿
は
、
「
『
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
』
　
の
現
状
と
課
題
（
上
）
」
（
『
部

落
解
放
研
究
』
第
一
六
〇
号
）
　
の
後
編
で
あ
る
。
前
回
は
、
大
阪

大
学
大
学
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
教
育
学
研
究
室
が
、
二
〇
〇
二
年
度

に
大
阪
府
教
委
の
委
託
研
究
と
し
て
行
っ
た
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
」
　
の
結
果
の
一
部
を
報
告
し
た
。

本
稿
の
表
題
に
あ
る
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
地
域
社
会
の

教
育
力
の
向
上
、
並
び
に
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
協
働
を
め

ざ
す
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
を
促
進
す
る
組
織
で
あ
り
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
三
年
間
を
か
け
て
大
阪
府
の
全
中
学
校
区
　
（
大

阪
市
を
の
ぞ
く
）
　
に
設
置
さ
れ
た
。
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53「すこやかネット」の現状と課題（下）

前
回
報
告
し
た
よ
う
に
、
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
は
、
小
中
学

校
と
P
T
A
を
中
心
に
、
地
域
の
青
少
年
育
成
関
係
者
、
町
会
・

自
治
会
、
幼
稚
園
・
保
育
所
、
地
元
企
業
、
N
P
O
な
ど
、
幅
広

い
人
々
や
団
体
か
ら
な
る
組
織
で
あ
る
。
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て

い
る
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
団
体
や
個
人
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
学
校
教
育
活
動
や
地
域
活
動
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
校
と
地
域
の
関
係
性
は
よ
り
親

和
的
な
も
の
へ
、
信
頼
に
も
と
づ
く
も
の
へ
と
変
わ
り
、
教
育
関

係
者
・
地
域
住
民
・
保
護
者
は
、
学
校
を
含
め
た
地
域
全
体
で
の

教
育
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

前
回
に
引
き
続
き
、
今
回
は
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
し

て
い
く
上
で
の
課
題
や
学
校
と
地
域
の
互
い
へ
の
要
望
に
関
す
る

調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
そ
し
て
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
を
活
性

化
さ
せ
る
条
件
を
提
示
し
た
い
。

一
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
課
題

「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
し
て
い
く
上
で
の
問
題
点
や
課

題
に
つ
い
て
、
学
校
関
係
者
・
地
域
関
係
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

個
別
に
質
問
を
行
っ
た
。

学
校
関
係
者
の
回
答
（
図
1
）
　
は
、
多
い
順
に
「
教
職
員
の
間

で
　
『
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
』
　
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
」
四
三
・

六
％
、
「
地
域

の
団
体
や
組
織

間
の
調
整
が
煩

雑
に
な
っ
た
」

四
〇
・
四
％
、

「
以
前
か
ら
あ

っ
た
の
と
同
じ

よ
う
な
組
織
が

で
き
、
役
割
関

係
が
複
雑
に
な

っ
た
」
三
人
・

二
％
、
「
予
算

が
足
り
な
い
」

三
六
・
〇
％
、

「
行
事
や
学
校

へ
の
要
望
等
が

増
え
、
忙
し
く

な
っ
た
」
　
三

三
・
五
％
と
な

っ
て
い
る
。
自

由
記
述
で
は
教

師
の
多
忙
化
に

図1「すこやかネット」の課盈（学校関係者の回答）

教職員の間で「すこやかネット」への理解が進んでいない

地域の団体や組織間の調整が煩敷こなった

以前からあったのと同じような組織ができ、棚條が複軌こなった

予算が足りない

行事や学校への要望等が増え、忙しくなった

学校間（保幼小中高）の連携が難しい

事務局がうまく機能しない

広報活動がうまくいかない

活動場所がない

取り組むべき具体的な活動や事業がわからない

特にない

教職員と地域住民の関係が悪化した

部落解放研究工も1622005．2
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関
す
る
も
の
が
多
く
、
「
土
・
日
は
地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
校
長
、

教
頭
は
過
労
気
味
で
あ
る
」
「
学
枚
担
当
者
の
一
部
の
者
に
負
担

が
多
く
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

一
一
方
、
地
域
関
係
者
の
回
答
　
（
図
2
）
　
で
は
、
「
既
存
の
団
体

と
行
事
や
活
動
が
重
複
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
四
四
・
七
％
、
「
予

算
が
足
り
な
い
」
　
四
〇
・
八
％
、
「
既
存
の
組
織
と
同
様
の
も
の

が
で
き
、
役
割
関
係
が
複
雑
に
な
っ
た
」
三
四
・
五
％
、
「
地
域

の
団
体
や
組
織
間
の
調
整
が
煩
雑
に
な
っ
た
」
二
五
・
七
％
、
「
行

事
や
地
域
へ
の
要
望
等
が
増
え
、
忙
し
く
な
っ
た
」
　
二
三
二
二
％

と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
学
校
関
係
者
・
地
域
関
係
者
が
指
摘
す
る
の
は
、
「
す

こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
と
既
存
の
組
織
の
役
割
関
係
が
複
雑
に
な
っ
た

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
は
　
「
屋
上
屋
を
重

ね
る
」
組
織
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
既
存
組
織
の
活
動
を
統

合
し
た
り
調
整
し
た
り
す
る
組
織
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
様

子
が
う
か
が
え
る
。

学
校
関
係
者
の
回
答
で
多
か
っ
た
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
へ
の

理
解
不
足
、
教
師
の
多
忙
化
、
一
部
教
員
へ
の
負
担
の
偏
り
と
い

っ
た
問
題
か
ら
は
、
各
学
校
で
地
域
と
の
協
働
の
必
要
性
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
見
て
取
れ
る
。
一
方
、
住
民
の
多
忙
化
も
、

住
民
全
体
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
認
知
の
不
足
に
よ
る
参
加
者

の
偏
り
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

予
算
不
足
と

い
う
運
営
上
の

課
題
に
関
し
て

は
、
両
者
と
も

に
四
割
程
度
の

回
答
率
に
な
っ

て
い
る
。
詳
し

く
分
析
す
る

と
、
「
す
こ
や

か
ネ
ッ
ト
」
　
の

活
動
が
盛
ん
に

な
り
、
成
果
の

現
れ
て
い
る
校

区
ほ
ど
、
予
算

が
足
り
な
い
と

感
じ
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
活
動
が
活

発
な
と
こ
ろ
で

は
「
予
算
不
足
」

が
起
き
て
お

り
、
沈
滞
し
て

図2　「すこやかネット」の課題（地域関係者の回答）

60（％）

既存の団体と行事や活動が重複するようになった

予算が足りない

既存の細線と同様のものができ、役割関係が棲掛こなった

地域の団体や組織間の調整が煩雑になった

行事や地域への要望が増え、†亡しくなった

塾等の習い事により子どもの参加が手引こくい

活動や行事が多くなり指導者を探すのに苦労

取り組むべき具体的な活動や事業がわからない

広報活動がうまくいかない

特にない

漬動場所がない

事務局がうまく機能しない

学校の協力が得られない

「すこやかネット」をめぐってもめごとが多くなった

教職員と地域住民の関係椚酎ヒした
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い
る
と
こ
ろ
で
は
「
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
活
動
や
事
業
が
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
に
関
す
る
学
校
と
地
域

の
要
望

図
3
、
図
4
は
、
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
活
動
を
進
め
て
い

く
上
で
、
学
校
関
係
者
・
地
域
関
係
者
が
互
い
に
対
し
て
望
む
こ

と
を
尋
ね
た
結
果
で
あ
る
。

学
校
関
係
者
の
地
域
へ
の
要
望
は
「
学
校
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
も
っ
と
地
域
で
主
体
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
が

六
一
・
八
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
一
部
の
人
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
幅
広
い
人
が
『
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
』
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」

四
四
・
七
％
、
「
地
域
内
で
の
相
互
交
流
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」

二
八
・
七
％
、
「
地
域
の
団
体
や
組
織
が
ば
ら
ば
ら
に
活
動
す
る

の
で
は
な
く
、
も
っ
と
相
互
の
連
絡
調
整
を
し
て
ほ
し
い
」
二
七
・

六
％
と
続
い
て
い
る
。
自
由
記
述
か
ら
は
「
行
政
か
ら
市
・
町
村

民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
不
足
、
住
民
の
意
識
が
低
い
中
で
の
活
動
は
難

し
い
」
「
子
ど
も
が
次
世
代
の
担
い
手
と
な
れ
る
よ
う
、
子
ど
も

の
自
主
性
を
育
て
る
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

回
答
が
得
ら
れ
た
。

地
域
関
係
者
の
学
校
へ
の
要
望
は
「
管
理
職
だ
け
で
な
く
一
般

の
教
職
員
も
地

域
と
の
会
合
等

に
も
っ
と
出
席

し
て
ほ
し
い
」

五
五
・
八
％
、

「
『
す
こ
や
か
ネ

ッ
ト
』
主
催
の

活
動
に
も
っ
と

多
く
の
教
職
員

が
参
加
し
て
ほ

し
い
」
　
五
一

〇
％
、
「
地
域

の
活
動
に
子
ど

も
た
ち
が
も
っ

と
参
加
す
る
よ

う
に
促
し
て
ほ

し
い
」
　
四
二
・

二
％
、
「
地
域

の
住
民
が
気
軽

に
足
を
運
べ
る

よ
う
な
雰
囲
気

の
学
校
に
し
て

図3　「すこやかネット」運営に関する学校関係者の地域への要望

0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80（％）

学校に依存することもなく、もっと地域で主㈱に活軌こ取l欄んではしい

一部の人だけでなく、もっと編拓い人糾すこやかネット」に関わってほしい

地域内での相互交流に力を入れてほしい

脚淋脚ばらばらに扁謝するのではなく、もっとj旺の親睦れてほしい

「総合的な学習の哺乳等で協力してくれる人材を紹介してはしい

経済的・社会的に困難な家庭への支援に力を入れてlましい

単発的な行事だけでなく、継続性のある活動に取J組んではしい

地域団体や地域活動についての情報をもっと知らせてほしい

一方的に学校を批判するだけでなく、学校側の意見をもっと閲し＼てほしい

特にない

部落解放研究恥1622005．2
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図4　「すこやかネット」運営に関する地域関係者の学校への要望

珊だけでなく一般の教師も地域との会合等にもっと出席してほしい

けこやかネット」主催の活軌こもっと多く棚員が参加してはしい

地域の活動に子どもたちがもっと参加するように促してはしい

地域の住民が気軽に足を運べるような雰囲気の学校にしてほしい

地域に対して要望するだけでなく、学校も地域のために貢献する姿勢を

「すこやかネット」の活動に対する協力の姿勢をもっと明確に

学校の施設等をもっと地域に開放してほしい

経済的・社会的に困難な家庭への支凍に力を入れてほしい

尊書にない

ほ

し

い

」

三

一

一

％
が
上
位
を
占
め

た
。
自
由
記
述
か
ら

は
「
一
部
の
教
師
し

か
地
域
活
動
に
参
加

さ
れ
な
い
し
、
理
解

も
さ
れ
て
い
な
い
と

思
う
。
も
っ
と
理
解

し
て
い
た
だ
き
た

い
」
「
子
ど
も
を
主

体
と
し
た
と
り
く
み

を
共
に
す
す
め
て
ほ

し
い
」
と
い
う
回
答

が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
回
答
結

果
か
ら
は
、
学
校
関

係
者
・
地
域
関
係
者

と
も
に
互
い
に
　
「
す

こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
へ

の
積
極
的
参
加
を
求

め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
学
校
も
地
域
も
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
へ
の
理
解
と
参
加
意

識
が
低
く
、
一
部
の
層
し
か
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
に
か
か
わ
っ

て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。
学
校
も
地
域
も
互
い
に
「
す
こ
や
か
ネ

ッ
ト
」
　
へ
の
さ
ら
な
る
理
解
と
よ
り
多
層
的
で
主
体
的
な
か
か
わ

り
を
望
ん
で
い
る
。

こ
の
他
に
学
校
関
係
者
の
地
域
へ
の
要
望
と
し
て
多
く
挙
が
っ

た
の
は
、
地
域
内
の
相
互
交
流
と
住
民
に
よ
る
地
域
の
相
互
連
絡

調
整
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
課
題
と
し
て
学
校
■
地
域
関
係
者
が

と
も
に
指
摘
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
学
校
側
は
、
既
存
の
地
域

組
織
が
情
報
交
換
や
連
絡
調
整
が
な
い
ま
ま
に
活
動
し
て
い
る
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、
地
域
の
側
に
し
て
み
れ
ば
、
「
既

存
の
地
域
組
織
の
活
動
だ
け
で
も
忙
し
い
の
に
、
何
故
す
こ
や
か

ネ
ッ
ト
ま
で
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
組
織
が
持
っ
て
い
る
情
報
、
人
材
、
資
金
な
ど
を
持
ち
寄

れ
ば
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
活
動
が
で
き
た
り
、
既
存
の
活
動

が
充
実
し
た
り
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
は
な
っ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
地
域
関
係
者
の
学
校
へ
の
要
望
と
し
て
多
か
っ
た
の
は
、

子
ど
も
の
活
動
へ
の
参
加
促
進
、
気
軽
に
行
け
る
学
校
づ
く
り
、

地
域
に
貢
献
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く

り
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
学
校
づ
く
り
を
、
地
域
の
側
は

求
め
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
活
動
へ
の
参
加
に
関
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連
t
て
、
自
由
記
述
で
は
学
校
と
地
域
の
双
方
か
ら
、
子
ど
も
の

自
主
性
を
育
て
、
子
ど
も
を
主
体
と
し
た
活
動
内
容
や
方
法
を
模

索
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

三
　
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
活
性
化
の
条
件

上
記
の
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
条
件
を
挙
げ
る
と
、
次
の
四
点
に
整
理
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
1
．
学
校
経
営
上
の
条
件
、
2
．
学
校
と
地
域

を
結
び
つ
け
る
条
件
、
3
．
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
運
営
上
の
条
件
、

4
．
行
政
の
条
件
で
あ
る
。

1
　
学
校
経
営
上
の
条
件

学
校
経
営
上
の
条
件
は
、
①
教
職
員
の
意
思
一
致
、
②
管
理
職

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
③
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
積
極
的
運
用

の
三
つ
か
ら
な
る
。
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
が
活
性
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
学
校
と
地
域
と
の
協
働
に
対
し
て
、
管
理
職
と
一

般
の
教
職
員
が
共
通
し
て
そ
こ
に
価
値
を
お
き
、
一
致
団
結
し
て

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。
い
か
に
意
思
一

致
を
図
る
か
は
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
か
か
っ
て
い

る
。
教
職
員
の
意
欲
を
高
め
る
方
法
、
校
務
分
掌
の
見
直
し
、
そ

し
て
開
か
れ
た
学
校
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
い
た
る
ま
で
、
多
様
な

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
か
ら
の

支
援
を
、
学
枚
教
育
活
動
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

2
　
学
校
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
条
件

地
域
を
ま
と
め
、
学
校
と
の
協
働
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

①
学
校
と
地
域
の
つ
な
ぎ
役
、
②
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
つ
な
が
り
、

③
学
校
内
の
拠
点
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
、
④
学
校
を
支
援
す

る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
大
切
で
あ
る
。
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぐ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
　
（
連
結
役
（
a
r
t
i
c
u
－
a
t
O
r
）
　
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
）
　
は
、
学
校
に
も
地
域
に
も
必
要
で
あ
る
。

よ
く
学
校
に
出
向
き
教
職
員
に
「
顔
が
知
ら
れ
た
」
地
域
の
人
物
、

ま
た
地
域
の
会
合
や
行
事
に
よ
く
顔
を
出
し
住
民
に
「
顔
を
知
ら

れ
て
い
る
」
教
職
員
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
は
、
自
治
体
や
町
内
会
を
は
じ
め
と
し
て
地
域
の
諸
団
体
を
連

絡
調
整
す
る
役
目
も
あ
る
。

ま
た
、
会
議
と
は
異
な
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
ま
り
や
交
流

の
場
で
は
、
教
職
員
や
保
護
者
や
地
域
住
民
が
組
織
や
団
体
の
壁

を
越
え
、
和
気
あ
い
あ
い
と
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
。学

校
の
中
に
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
拠
点
や
地
域
の
人
々
が

集
え
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
学
校
と
地
域
の
交
流
を
日
常
的
な
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も
の
に
す
る
と
同
時
に
、
地
域
内
の
諸
団
体
の
交
流
も
促
進
す
る
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
場
が
あ
る
こ
と
で
、
住
民
が
気
軽
に
学
校
に

立
ち
寄
る
よ
う
に
も
な
る
。

以
上
に
挙
げ
た
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と
で
、
保
護
者
や
地
域
住

民
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
参
加
が
促
進
さ
れ
、
地
域
活
動
や
学
校
教

育
支
援
を
担
う
「
自
主
グ
ル
ー
プ
」
が
誕
生
し
、
「
す
こ
や
か
ネ

ッ
ト
」
　
の
活
動
は
継
続
性
と
定
着
性
を
も
ち
、
よ
り
活
発
に
な
っ

て
い
く
。

3
　
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
運
営
上
の
条
件

こ
こ
で
は
、
主
に
①
協
働
の
目
標
の
共
有
、
②
多
世
代
の
参
加

と
交
流
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
。
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
活
性
化

の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
校
区
で
は
、
先
を
見
据
え
た
目
標
や

活
動
の
方
向
性
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
く
は
、
そ
の
校
区
に

関
連
し
た
子
ど
も
の
課
題
を
地
域
住
民
が
共
有
し
、
課
題
解
決
に

向
け
て
活
動
が
展
許
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
確
固
と
し
た
達
成

日
標
は
必
ず
し
も
最
初
か
ら
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
。
「
と
り
あ

え
ず
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
活
動
が
面
白
く
て

楽
し
い
体
験
に
な
り
、
し
だ
い
に
継
続
し
て
い
く
な
か
で
、
参
加

者
の
間
で
目
標
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
場
合
も
多

い
。
協
働
で
は
「
や
り
つ
つ
考
え
、
考
え
つ
つ
や
る
」
と
い
う
よ

う
に
、
常
に
活
動
し
な
が
ら
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
多
世
代
の
参
加
と
世
代
間
交
流
は
、
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」

の
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
世
代
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
や
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
特
に
、
中
学
生
が
小
学
生
や
幼
児
の
面
倒
を
見
た
り
、
学
校

内
外
の
行
事
の
企
画
や
運
営
を
担
う
な
ど
、
子
ど
も
が
活
動
の
担

い
手
と
し
て
育
っ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
「
す
こ
や
か
ネ

ッ
ト
」
　
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

4
　
行
政
の
条
件

学
校
と
地
域
の
協
働
に
と
っ
て
行
政
か
ら
の
支
援
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
学
校
教
育
に
お
け
る
協
働
の
指
針
や
理
念
を
明

確
に
し
て
従
来
の
学
校
観
や
教
育
観
の
転
換
を
図
る
こ
と
、
協
働

を
可
能
に
す
る
た
め
の
条
件
整
備
を
す
る
こ
と
は
行
政
の
役
割
で

あ
る
。
特
に
、
財
政
的
支
援
、
教
師
の
労
働
条
件
へ
の
配
慮
、
協

働
を
担
う
教
師
や
住
民
の
人
材
養
成
に
か
か
わ
る
支
援
、
他
校
区

と
の
情
報
交
換
を
可
能
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。四

　
学
校
と
地
域
の
「
協
働
」
に
向
け
て

今
回
の
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
か
ら
二

〇
〇
三
年
の
一
月
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
「
す
こ
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や
か
ネ
ッ
ト
」
が
す
べ
て
の
中
学
校
区
で
発
足
し
た
時
期
に
あ
た

る
。
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
が
前
回
報
告
し
た
よ
う
な
成
果
を
生

み
出
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
調
査
か
ら
は
、

「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
趣
旨
や
目
標
、
具
体
的
な
活
動
課
題
に

つ
い
て
関
係
者
の
間
に
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
既
存

の
組
織
と
の
関
係
が
未
整
理
な
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
も
う

か
が
え
た
。
調
査
の
実
施
か
ら
約
二
年
が
た
つ
が
、
今
、
上
で
述

べ
た
課
題
は
克
服
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
が
め
ざ
す
の
は
、
教
育
や
子
育
て
を
「
縁
」

に
し
て
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
住
民
の
「
つ
な
が
り
」
や
多

世
代
の
人
々
の
　
「
つ
な
が
り
」
を
新
た
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
が
中
学
枚
区
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
の
成

長
・
発
遷
を
、
少
な
く
と
も
義
務
教
育
を
終
え
る
ま
で
、
き
ち
ん

と
保
障
し
よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。

「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
理
論
的
主
柱
で
あ
り
、
今
回
の
調
査

の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
故
池
田
寛
氏
は
、
子
育
て
や
教
育
を
通
し

た
人
び
と
の
　
「
つ
な
が
り
」
を
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て

概
念
化
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
概
念
は
、
多
分
に
理
想
主
義
的

な
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
保
護
者
、
地
域
住
民
、
教
職
員
が
同

じ
教
育
観
や
子
育
て
観
を
持
つ
こ
と
な
ど
、
実
際
に
は
、
ま
ず
あ

り
得
な
い
。
地
域
に
は
、
住
民
同
士
の
反
目
、
利
害
対
立
、
■
社
会

的
孤
立
や
差
別
問
題
も
存
在
す
る
。
地
域
に
あ
る
色
々
な
組
織
も
、

そ
う
し
た
問
題
と
無
縁
で
は
な
い
。
人
び
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

つ
く
る
の
は
、
大
変
難
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
で
述
べ
た
よ
う
な
現
実
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
概
念
の
価
値
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
。

む
し
ろ
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
「
閉
じ
た
」
関
係
や
人
び
と
を

分
断
す
る
地
域
の
現
実
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
を
変
革

す
る
戟
略
を
さ
し
示
す
概
念
と
し
て
、
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

は
重
要
で
あ
る
。

で
は
、
人
び
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
つ
く
り
だ
す
と
は
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
そ
れ
を
池
田
氏
は
「
協
働
」

と
い
う
概
念
で
説
明
し
た
。

「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
は
、
教
師
、

地
域
住
民
、
保
護
者
、
そ
し
て
行
政
関
係
者
や
N
P
O
の
人
々
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
『
と
も
に
頭
を
寄
せ
合
い
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
考
え
、
い
っ
し
ょ
に
汗
を
流
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
』
　
が
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
か
た

ち
で
あ
り
、
『
と
も
に
集
う
場
』
　
『
共
通
の
課
題
』
　
『
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
む
活
動
』
　
が
そ
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
」
。

協
働
と
は
、
異
な
る
立
場
の
人
び
と
が
、
対
話
を
通
し
て
共
通

の
課
題
を
見
出
し
、
知
恵
や
力
を
出
し
あ
っ
て
一
緒
に
そ
れ
に
取

り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
教
育
や
子
育
て
を
め
ぐ
る
協
働

を
促
す
組
織
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
で
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あ
る
。も

し
仮
に
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
　
の
関
係
者
は
、
ま
ず
、
自
分

た
ち
が
「
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
」
を
一
緒
に
考
え
て
い
る
か
ど
う

か
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
協
働
が
動
き
出
す
の
は
こ
こ

か
ら
で
あ
る
。

課
題
」
池
田
寛
編
著
『
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
理
論
と
実

践
1
学
校
発
・
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
』
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
、

三
頁
。

注（
1
）
　
詳
細
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
委
託
研
究
、
二
〇
〇
四
　
『
教
育

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
』
報
告
書
三
六
～
三

七
頁
。

（
2
）
　
「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
」
活
性
化
の
条
件
は
、
前
号
の
調
査
方
法
で

示
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
池
田
寛
・
高
田
一
宏
・
大
橋
保
明
・
柏
木
智
子
・
濱
元
伸
彦

が
大
阪
府
教
育
委
員
会
委
託
研
究
『
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
研
究
』
報
告
書
（
四
五
～
六
一
頁
）
　
で
ま
と
め
た

も
の
に
若
干
の
変
更
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
詳
細
は
、
柏
木
智
子
、
二
〇
〇
三
「
学
校
と
地
域
の
協
働
を
促

進
す
る
管
理
職
た
ち
」
池
田
寛
編
著
『
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
理
論
と
実
践
』
　
部
落
解
放
－
人
権
研
究
所
、
三
一
～
四
二
頁

を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
池
田
寛
、
二
〇
〇
三
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
現
状
と




